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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、インドネシアの露天堀り石炭鉱山において、既存の覆土工法の問題点を解明した上で、

新しい廃石分類方法の提案とそれに基づく廃石堆積場の設計基準を構築し、酸性坑廃水を効果的に

抑制できる再緑化工法を提案したものであり、地球資源システム工学上寄与するところが大きい。 
よって、本論文は博士（工学）の学位に値するものであると認める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


